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９月取手市議会は、「コロナ禍」の２０２１年度取手市一般会

計決算（歳出４４４億５千万円）の他、国民健康保険特別会計

決算、２０２２年度補正予算などを認定・議決。消費税インボ

イス制度の実施中止を求める意見書などを可決。岸田政権を揺

るがす事態に広がる政治と統一協会癒着の真相解明、安部元首

相の国葬中止を求める請願と意見書を否決し１６日に閉会。 

日本共産党は、PCR 検査を一貫して行わない市の感染症対策

や、取手駅西口開発と、災害リスクを拡大する浸水想定区域の

桑原大規模開発優先の２１年度一般会計決算に反対しました。 

９～１２日の時事通信世論

調査は、岸田首相の統一協会問

題への対応について、「評価し

ない」６２．７％、「評価する」

１２．４％。首相や議員の説明

に関して「納得できない」７４．

２％、「納得できる」が５．５％

に。国葬に反対が５１．９％と

「賛成」を大きく上回っていま

す。 

国民の圧倒的多数は、自民党

と統一協会の国政から地方政

治迄深まる癒着の真相解明と

国葬の中止を求めています。 

ところが取手市議会では、自

民・公明など多数により、市議

会が調査し公表を求める「統一

協会の汚染調査を求める請願」

を不採択に、国葬中止を求める

意見書も多数で否決しました。 

自民党と統一協会の癒着の

真相解明にふた、国葬反対の世

論に背を向ける自公への批判

は免れません。 

○旧統一教（協）会汚染調査に関わる請願（不採択） 
「市議会は独自の調査委員会を組織し、市長及び市議会議員の旧統一教会に 
よる汚染・感染を調査し、結果を公表すること」を求めるもの。 

賛成：小池悦子・関戸勇・遠山智恵子・加増充子     （賛成４） 

反対：須田光雄・海東一弘・根岸裕美子・久保田真澄・鈴木三男・関川翔・小堤
修・岩澤信・落合信太郎・石井めぐみ・細谷典男・山野井隆・染谷和博・
佐藤隆治・入江洋一・結城繁・齋藤久代・赤羽直一   （反対 18） 

    議長 金澤克仁 

○「国葬」の中止を求める意見書について（否決） 
賛成：須田光雄・根岸裕美子・小池悦子・関戸勇・細谷典男・山野井隆・入江洋

一・結城繁・遠山智恵子・加増充子           （賛成 10） 

反対：海東一弘・久保田真澄・鈴木三男・関川翔・小堤修・岩澤信・落合信太郎・
石井めぐみ・染谷和博・佐藤隆治・齋藤久代・赤羽直一 （反対 12） 

      議長 金澤克仁 

インボイス制度の実施中止の 
請願・意見書は可決 

物価高が続く中、深刻な経営状態にある中小

零細の消費税非課税業者を、事実上の課税業者

とするインボイス制度の実施中止を求める請願

は、賛成多数で採択（反対自民公明）。意見書を

可決しました。 

請願は、共産党遠山ちえ子議員紹介で、県南農

民組合・県南民主商工会が提出したものです。 

取手は起伏があり豪雨で

浸水被害が多く発生します。

関戸議員は戸頭団地を例に、

下水道組合が管理する雨水

幹線の位置や太さ、流れる方

向、それにつながる雨水路

(市が管理)が詰まっている

問題を図面や写真などを示

し質問しました。 

また、下水道組合との連

携、雨水桝の蓋をコンクリー

トからスチールの網目に変

えることで排水能力が向上

することも提案。担当部長

は、これまで、問題が起きた

場合は見ていたが、今後は問

題が出そうな箇所は点検す

る。下水道組合とも協議し、

網目の蓋についても対応し

ていくと答弁しました。 

農業委員会が提出してい

る国・県への要望（建議書）

は農家の声です。取手市は

これを受け止め支援策を、

と求めた遠山議員に「どれ

も農家にとっては切実な問

題だと認識している。特に

後継者不足は課題だが、現

在青年農業士が2名県知事

より任命され期待されてい

る。さらに増やしたい」と

部長答弁。また、学校給食

を機にローカルフード保全

施策の遠山議員の提案に対

し、部長は「地産地消の推

進に直結し有効だと考え、

調査研究を行う」と。遠山

議員は、農業委員会定例会

に、部課長の出席を提起し

ました。 
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１３日の一般質問で、日本共産

党江尻かな議員（水戸市･城里町選

出）は、岸田首相が原発新増設へ

方針転換する中で、東海第 2 原発

再稼働を表明したことを受け、大

井川知事の認識を質しました。 

知事は再稼働については、昨今

のエネルギー情勢をめぐる変化

と、国民世論の変化もあるとし、

ウクライナ危機に乗じた岸田内閣

の原発回帰への方針転換に従う認

識を示しました。一方で知事は、

「当然ながら地元の了解が前提に

なる」とし、「安全性の検証と実効

性ある避難計画の策定、県民や市

町村、県議会の意見を伺いながら

判断する」と答弁しました。 

東海第２原発の再稼働の可否

は、１２月の県議選の大争点に。 

国民の不信は、統一協会と

安倍氏との関係に切り込んだ

のは､塩川鉄也衆院議員「首相

は『統一協会』との関係を絶つ

と言っているが、深い関係を

持っているのが安倍氏だ。『国

葬』を行うのは矛盾している」

と追究。岸田首相は「本人が亡

くなられた今、十分に（関係

を）把握することは難しい」と

答弁。両者の関係を不問にす

る態度を示しました。 

塩川氏は「『国葬』は統一教

会の活動を是認することにな

る。」と中止を迫りました。 

首相は、一連の質疑で「国葬」

の法的根拠について＂行政権

の範囲内であり閣議決定で決

めてよい”と「国葬」を行うか

は“時々の内閣がその都度判断

する”と繰り返しました。 

仁比聡平参院議員は「安倍氏

のみを特別扱いし、国民多数の

反対を押し切って『国葬』を強

行することは『法の下の平等』

を求めた憲法１４条に反する」

と批判しました。 

岸田首相は「故人に対する弔

意を『国全体』として表す儀式」

とも述べています。 

仁比氏は「『国全体』に国民

は入り、安倍氏の『国葬』は＂

国民全体が安倍氏に弔意を示

す儀式”となり、事実上弔意の

強制になると、「内心の自由」

（憲法１９条）を侵害する『国

葬』を浮き彫りにしました。 

立憲民主党執行部役員、れいわ新

選組、社民党はそれぞれ「国葬」不

参加を表明。日本共産党は憲法違反

の「国葬」には参加せず、志位和夫

委員長は、「国葬」の同日同時刻に

行われる「安倍元首相国葬反対９．

２７国会正門前大行動」に参加する

意向を明らかにしています。 

共産党など野党の憲法に基

づく臨時国会開催要求から逃

げ回る岸田内閣。各社世論調査

で、「反対」が軒並み半数を超

えた安倍元首相の「国葬」。「丁

寧な説明に全力を尽くしたい」

と首相は、閉会中の委員会審査

に応じたものの時間は僅か衆

参合わせて３時間です。 

焦点は、「国葬」の実施は憲

法と相いれないこと。反社会的

カルト集団・統一協会と深く関

わった安倍氏を「国葬」にして

良いのかです。 

県議会を傍聴して 
佐野太一 

１３日、茨城県議会で

の一般質問を傍聴しま

した。 

原発についての江尻加奈県議の質問

に対し、知事は、「安全で実効性のある

避難計画の策定」とか答弁されていま

したが、私には、１００万近くの人々の

避難はおよそ不可能だと思います。 

また、政府の意図的なエネルギー不

足宣伝の影響が国民の中に不安を広げ

ていることは確かですが、福島原発事

故を経験した多くの国民の中で、再稼

働賛成が増えているとは思えません。 

今こそ、東海第２原発の再稼働は断

念し廃炉に、再生可能エネルギーへの

政策転換に真剣な取り組みが求められ

ていると思います。 

９月茨城県議会（９／１３） 日本共産党 一般質問  

東海第2原発再稼働「地元了解前提」 

と知事答弁 

わからない 

28.8％ 

再稼働に賛成 

18.3％ 

東海第二原発の
再稼働について 
1,049 件の回答 

8 月､日本共産党 
取手市委員会が 
行ったアンケート 
より 

再稼働 
せず 
廃炉へ 

52.9％ 

悪天候の中「国葬」に反対、岸田政権に抗議して行われた「さよなら
戦争 さよなら原発９・１９大集会」は、１９日、東京･代々木公園に
１万３０００人が参加。政党からは、日本共産党志位和夫委員長、立
憲民主党阿部知子衆院議員、社民党福島瑞穂党首らがスピーチ。 

茨城県議会棟 


